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の 号 の 表紙 は 穏やか な 笑顔 が 印象 的 な 古川 聡 宇 
宙 飛 行 士 で す 。 国際 宇宙 ステ ーション (ISS) へ 
還 の 打ち 上 げに 向け 、 意 気 込 み を イン タビ ュー。 

続く 特集 で は 、 古 川 宇宙 飛行 士 が さま ざま な 

実験 を 行う 「 き ぼう 」 日 本 実験 棟 の 、 船 外 実験 プラ ッ ト 
フォ ー ム の 成果 や アジ ア 各 国 へ の 利用 推進 に つい て 詳し く 
ご 紹介 し ます 。 世 界 初 の 技術 実証 を 次 々 と 達成 し て きた 小 

型 ソ ー ラ ー 電 力 モ イル 実証 機 [TKAROS] 

の 定常 運用 が 終了 し まし た 。 こ れ ま で 

の イベ ント を 写真 で 振り 返り 、 将 来 

の 木星 探査 を 視野 に 入れ た 後期 運 

用 に つい て ご 紹介 し ます 。 また 、 
小惑星 イト カワ の 微粒 子 の 分 析 
に 関係 する 設備 や 機器 を 手がけ 
に 会社 を 関西 に 取材 。 日 本 の 宇 
宙 開 発 を 支 を る 強力 サポ ー タ ー 
の 実力 を ご 覧 くだ さい 。 1 月 の 
ビ w グ イペ ント と いえ ば | こう 
の と り 」 2 号機 の 打ち 上 げ で し 
た 。 1 月 22 日 、 快 晴 の 種子 島 
宇宙 セン ター を 飛び 立ち 、28 日 
午前 3 時 34 分 頃 ISS に ドッ キ 
ング 。 本 誌 裏 面 を を その 勇姿 が 飾 
り ま す 。ISS か ら 分 離し 大 気 圏 
再 突 和信 まで 、 皆 様 の 応援 どう ぞ 
よろ し く お 願 いい た し ます 。 
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船 外 実験 プラ ッ ト フ ォ ー ム 


学 
(= 


の サポ ー ト を 行う た め に 、 必 要 な 電力 を 実験 装 


置 に 供給 し た り 、 装 置 を 冷 和 する た め の 冷 媒 を 
循環 させ た り 、 実 験 デー タ を 収集 し た りす る 機 


。、 能 も 装備 。 図 の [MCE| は 、 小 型 の 5 つの ミッ シ 
NN ニ ! 


船 外 実験 装置 や 船 外 パ レッ ト な ど を 
取り 付け る 。 また 、 船 外 実験 装置 を 交換 する 
こ 混載 し 、 ポ ー ト ( 船 外 


| と で さま ざま な 実験 を 行う こと が で きる 。 実験 


( 


実験 プラ ッ ト フ ォ ー ム に 実験 装置 を 取り 付け る 


実験 装置 を 取り 付け る 場所 が 全部 で 10 カ 所 あ 
ョ ヨン を 1 つの 実験 装置 ( 
た め の 接 続 ポ イン ト ) を 共有 し て 実験 * 観 測 を 


り 、 そ 


MAXI]X 線 新星 発見 N 才 半 を っ M ゲ 

「 1X 線 新 ル と ま 同 酸 で 化 ン 

MAXI は 2011 年 1 月 11 日 に 「 は と 座 ] で 発生 し の で す 時 化 計 学 局 

た X 線 新星 を 発見 。X 線 新星 と は 突然 X 線 で 回 す が に 井 測 成 の 

輝き だ す 星 の こと で その 多く は 銀河 系 の 中 に 復 。 _ 高 素 す 分 破 

ある ブラ ッ ク ホ ー ル の 連 星 。 a と b は 、MAXI 過 こ ここ 本 る を 壌 

が 観測 し た 1 月 7 日 と 11 日 の 画像 。 は 、 通 報 程 れ れ 度 坦 に 生 り 者 

を 受け た NASA の ガン マ 線 観測 衛星 [SwiftI の な 選 還 北 上 欠 朋 

小型 X 線 望遠 鏡 で の 追跡 観測 画像 どっ 界 べ 委 すり リ し 

が て で る な " 波 て 

a b 【C 分 え 初 こ どす と い 

新星 出現 前 (1 月 7 日) 新星 が 出現 し た 1 月 11 昌 Swift の 小型 X 線 望 問 鏡 の 画像 か ゾ め と の どい る 

り ン て が 分 ン ? う 息 

ま ホ の で 布 や 電 量 

で 機 マ こ シ 測 で す 
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Aa 合 ン ) 精 

< X 線 新星 せ 載 ス M は に ' 度 

る る 3 2 1 殺 不 残 の 

冷 れ 6L 了 具 念 意 

凍 て 9 E し 合 な い 

機 い CS て が に こ 和 観 

を まま に し 超 と 泊 

地 し で は まき に が 

球 た 冷 モ い 約 行 

観 ゃ ン ま 観 半 わ 

測 こす サ し 削 年 れ 

に こ 冷 | た ミ で た 

使 ま 病 を " ッ ツ 観 の 

MMUUMUMUMMUUUMUUUUUMUMUUMUMUUWMUUUMUUUUU 気 い 茜 了 た リン れ 置 ネ す き つ 半 い 上 る に 軸 た 計 今 ES 葉 用 

アジ ア の 種子 を 宇宙 に と 極 置 て `"〒 ギ まこ ご ル "る の 置 ま 垣 の 今 | と 観 ` 回 うと し 

の 限 が 検 国 | で と ギ も ょ ポー す 内 で 後 船 に 測 今 取 技 で た 

間 エ あぁ 討 際 の 測 い 」 うぅ 1 と す 新 外 な 機 後 っ 術 の 

で ネリ り し 的 符 れ う 埋 1 な ト 呼 1 今 か し 実る 只 た 実 宇 は 

起 ル ま て な 子 て 天子 つ シ で ん つ 2 "いい 琶 と が こ 返 証 宙 こ 

こ ギ すい 大 と い 体 へ は うい で は つ 装 克 思 実 う 計 の で れ 

す | る 問 旨 な 観 ヶ と > くい コ は 皿 う い 際 し 方 面 実 も 

発 粉 こ セ プ 向 い 測 ざ A2 つ る ポ ど が っ うま に た ちろ も 際 世 

光子 れ Un 碧 非 装 ン エ L ろ か の | 開 付 ツ す 使 冷 7 あ に 界 

現 が は S ジレ し 常置 マ ほ を の で ト 発 く ト * わ 凍 ! り 運 で 

象 地 さ O エ ェ ま に で 線 〒 開 実 す 共に 計 フ れ 機 ま 転 初 

を 球 ら と ク す 高 す 観 一 発 験 が 有 入 画 オ て を を し すめ 

精 の に い ト " エ " 測 高 中 が 実っ は | い ぃ 使 $6 も た る て 

密 大 高 う と ま ネ こ 装 エ で で 1 験 て あ ム く っ つと “と の 

本 は ISS 計 画 に 参加 し て いる 唯 探り いう た サ か し 人 も る ッ ツ 番 か に 設 プ の 土 国 体 プ 上 地 | に 

回 ー の アジ ア の 国 で あり 、JAXA は し ろ 使 り 1 た 9 ト 機 ら 利 置 ラ ぅ も が に を ラ 垣 球 | 和 観 

「 き ぽう 」 の 利用 分 野 で アジ ア の て な い "な 放 ロ 衛 少 そ を ア 能 つ コ 有 用 す ッ 1 直 呼 $ も ツ 内 観 船 測 

国々 と の 協力 を 進め よう と し て いま す 。 い 使 方 機 ど 出 ボ 星 し れ | が きす れ ト つ 接 ぴっ ト 出 外 す 

これ まで の 韓国 と マレ ー シ ア に つい て は ミ = いも 能 の し ツ を 活 で やぶ 多 ば る ば フ の カ か と フフ 本 実る 

ONE う 方 あぁ 確 ち な ト こ 用 いも いう こ ` ォ 方 メ け 地 ォ A 使 際 る 

それ ぞ れ の 国 の 宇宙 飛行 士 が ISS に 打ち 上 と を る 認 ょ く ア こし - エ ん ーー と 森 | 法 ラ て 球 ] 双 / プ の 

げ ら れ た 際 に は 、 宇 宙 放 射線 計測 な ど に つい 思 さ 。 す っ て | か て > と アプ で は が 林 ム で で い 観 ム A 計 人 で 

て お 互い に 協力 し まし た 。 ま た マレ ー シ ア は 還 れ 思 る と も ぉ も ム ら ~` 財 す I で 火 に す 地 ま 測 を は は ッ す 
JAXA の た ん ぱく 質 結 晶 生成 実験 に も 参加 し すか いと し に で 宇 例 ニク "S き 災 赤 し 上 す に 含 念 あ ト 
て いま す 。 > ら 5 ま か た 船 放 笛 えも る 独 S ま な 外 を 使 め り フ 
1 月 22 日 に 打ち 上 げ ら れ た 「 こ う の と り ] ど す 実 外 出 空 ば 『 振 自 の す ど カ 船 観 宇 お 1 船 ま ォ 
ピーン ん "を 験 で す 間 小 ツ っ の 中 "の メ 外 測 宙 S 2 寺 』 
2 号機 で は 、 し 放 20 0 1 0 20 どい う を も る に 型 ク て ロ で る そ 監 ラ 実 す 飛 S 実 か ム 
ベト ナム の 植物 の 種子 が ISS に 運ば れ ま し た 。 ん ろ い し ン と 出 の を い ボ ー れ 視 を 験 る 行 各 全 験 "を 


多く の アジ ア の 国々 が 「 き ぼう 」 で の 宇宙 実 
験 に 興味 を 示し て いま す が 、 宇 宙 実 験 に つい 
て 知識 や 経験 が な い 国 が ほとん ど で す 。 そ こ 0 し ②CIO 
で 、 サ ンプ ル の 打ち 上 げ か ら 回 収 ま で の 1 サ 

イク ル を まず 経験 する と いう 目的 で 、 こ の 
「SPACE SEED FOR ASIAN FUTURE] 
と いう ミッ ショ ン が 考え られ まし た 。 ミ ッ シ 
ョ ン ロ ゴ は マレ ー シ ア が デザ イン し まし た 。 

袋 に 入れ られ た 種子 は 「 き ぼう 」 船内 実験 室 
に 保管 され 、 今 年 4 月 の スペ ー ス シャ トル で 
地球 に 戻っ て きま す 。 各国 は この 種子 を 教育 


塩化 水素 (HC) の 減少 は 、④② の 


: SE ヨー ロッ パ お よび ロシア 上 空 で オゾン 破壊 の 進行 中 に 

活動 な ど に 使う 予定 で す 。 成層 圏 オ ゾン が 減少 生成 され る 塩素 化合 物 が 多い CIO の 増加 を 間接 的 に 示す 
JAXA は こう し た 小さ な 実験 か ら 始 め て 、 

将来 は アジ ア の それ ぞ れ の 国 が 自前 の 実験 装 2 ゝ が 

置 を 開 発し 、 日 本 の 研究 者 と 一 緒 に 実験 が で 「SMILES]」 が と ら え た オゾン 破壊 

きる よう な 「 き ぼう 」 の 利用 を 進め て いき た SMILES は 2010 年 1 月 23 日 に 高度 22km に 少 (①) だ け で な く 、 塩 素 化合 物 が 変化 し て 

いと 考え て いま す 。 おぉ ける オゾン 破壊 を 観測 し た 。 従来 の 地球 いる 状況 (② の 増加 、③ の 減少 ) も 1 日 単位 で 


観測 衛星 で は 、 各 種 塩素 化合 物 の 観測 精度 捉え 、 オ ゾン 破壊 現象 を 多面 的 に 観測 する 
に 限界 が あり 、1 日 単位 で の 分 布 の 変化 を 検 "こと が で きた 。 

出す る こと が 難し か っ た が 、SMILES は 、 世 ※ 北 極 付近 の デー タ が な い の は 、ISS の 軌道 の 
界 初 の 高 感度 を 活か し 、 オ ゾン その も の の 減 関係 で SMILES の 観測 範囲 か の ら 外 れる た め 。 
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( 下 埋 ・ 束 欠 容 半 く 3 國 色 下 ) や 


ロビ ロ JE ビビ T 
INFORIMIATION 


受賞 名 
日 本 機械 学会 中 宙 工 学部 門 業績 党 


日 本 機械 学会 宇宙 工学 部 門 業 緒 賞 


催 


・ 日 本 機械 学会 中 宙 工 学部 門 


・ 日 本 機械 学会 宇宙 工学 部 門 


電気 学会 新 エネ ルギー・ 環 境 研究 会 若手 優秀 発表 賞 
科学 技術 へ の 顕著 な 貢献 2009( ナ イス ステ ッ プ な 研究 者 ) 
日 本 天文 学会 欧文 報告 論文 賞 

日 本 天文 学会 研究 奨励 賞 
平成 21 年 度 環境 goo 大 賞 行政 機関 部 門 党 


第 39 回 日 本 産業 技術 大 賞 文部 科学 大 臣 賞 


論文 賞 


論文 党 


技術 賞 ・ 基 礎 技術 部 門 


技術 賞 ・ プ ロジ ェクト 部 門 


技術 賞 ・ プ ロジ ェクト 部 門 


生態 工学 会 特別 功績 賞 


国際 活動 奨励 賞 


千葉 県 民 県 民 栄 准 党 


2010 Electric Propulsion Outstanding 
Technical Achievement Award 技術 党 


称 讃 の 


日 本 結晶 成長 学会 第 27 回 論文 党 


第 5 回 「 ロ レア ル - ユ ネス コ 女 性 科学 者 日 本 奨励 賞 ] 


弘前 市 民 栄 営 党 


Best Poster Award 2010 


数 値 パ ミュ レー ショ ン 部 門 最 優 艇 論文 賞 


忠 
避 


2010 年 度 
「 空 の 夢 賞 」 


( 財 ) 日 本 航空 協会 航空 関係 者 表彰 


第 2 回 WEF 都 河 党 

第 3 回 GRSS-Japan 若 手 奨励 賞 
第 8 回 Web ク リエ ーション ・ ア ウォ ー ド 気 に な る Web 人 で 賞 
文化 功労 者 

小学 館 DIME ト レン ド 大 賞 特別 賞 

2010 年 度 グ ッ ド デザ イン 賞 グッ ド デ ザイ ン 金 賞 

第 24 回 電波 技術 協会 党 

相模 原市 特別 表彰 

2010 年 度 C&C 賞 NEC C&C 財団 25 周 年 記念 党 
第 4 回 ロボ ッ ト 大 賞 日 本 科学 未来 館 館長 党 

チー ム ・ オ ブ ・ ザ ・ イ ヤー2010 最 優秀 チー ム 

2010 年 日 本 イノ ベー ター 大 賞 ・ 大 党 

日 本 燃焼 学会 奨励 党 

感謝 状 

第 58 回 菊池 寛 賞 

2011 年 度 IEEE fellow grade 受 賞 


進化 計算 シン ポジ ウム 2010 に お ける 最 優秀 発表 党 


日 本 流体 力学 会 第 24 回 数 値 流体 力学 シン ポジ ウム 
ベス ト CFD グラ フィ ックス アワ ー ド 第 1 位 


・ 電気 学 


: (旭日 本 ITU 協 会 主催 


: 米国 


学会 
会 


科学 技術 政策 研究 所 
日 本 天文 学会 

上 本 天文 学会 

1 環境 goo 

: 日 和 業 新聞 社 

・ 日 本 航空 宇宙 学会 
日 本 角 空 軍 学 会 
日 本 航空 宙 学 会 
日 本 角 空 中 学会 

: 日 本 航 空軍 学会 
: 東洋 経済 新 報社 、 グ リー ン リポ ー テ ィング フォ ー ラ ム 


: 生態 工学 会 


: 千葉 県 


空 宇宙 学会 (AIAA) 


相模 原市 

3 日 本 結晶 成長 学会 

5 日 本 ユネ スコ 国内 委員 会 
: 弘前 市 

5 International Symposium on Artificial Intelligence, H 


・ Robotics and Automation 


日 空軍 学会 第 42 連休 ペ ュ レー ショ ン ツ ン ボツ 742010 : 


: 兵庫 上 
: ( 生 ) 日 本 航空 協 会 


・ 日 本 女性 技術 者 フォ ー ラ ム 


・IEEE 
・ (Institute of Electrical and Electronic Engineers) 


: ( 往 ) 日 本 アド バタ イザ ー ズ 協会 Web 広 告 研究 会 


: 文部 科学 大 臣 文 人 者 議会 


: 小学 館 [DIMEI 

| ( 財 ) 日 本 産業 デザ イン 振興 会 
( 財 ) 電 波 技 術 協会 

相模 原市 

公益 財団 法人 NEC C&C 財団 
経済 産業 省  ( 社 ) 日 本 機械 工業 連合 会 
8 ロジ カル チー ム ワ ー ク 委員 会 

1 日 経 BP 社 

8 日 本 燃焼 学会 

内 閣府 、 文 部 科学 省 

公益 財団 法人 日 本 文学 振興 会 


: IEEE 
・ (Institute of Electrical and Electronic Engineers) 


: 進化 計 算 学 会 


: 日 本 流体 力学 会 


受賞 日 


1 2010/1/29 
8 2010/1/29 
2010/2/7 

2010/279 

2010/3/26 
2010/3/26 
1 2010/3/31 
と 2010/4/7 

2010/4/16 
2010/4/16 
2010/4/16 
2010/4/16 
3 2010/4/16 
8 2010/5/13 
2010/5/14 
2010/5/17 
2010/7/6 

3 2010/7/26 
: 2010/7/29 
3 2010/8/8 

2010/8/23 
2010/8/23 
: 20107971 

20107978 

1 2010/9/20 
8 2010/9/21 
2010/9/25 
2010/9/29 


: 2010/9/29 


: 2010/11/9 
: 2010/11710 : 
: 2010/11/10 : 
: 201011/20 : 
2010/11/24 
3 2010/11/26 1 
: 2010/11/26 : 
: 2010711730 : 
: 2010/12/2 
: 2010/12/2 
2010/12/3 
1 2010/12/8 


・ 2010/12/19 : 


受賞 者 


・ 深津 教 (HTV プ ロジ ェクト チー ム ) 


宇宙 ステ ーション 補給 機 の 機械 分 野 に お ける 企画 ・ 開 発 ] 


: 若田 (宇宙 飛行 


宇宙 飛行 士 と し て の ISS で の 長期 滞在 お よび その 成果 ] 


: 窪田 健一 (数 値 解析 グル ー プ )、 船 木 一 幸 ( 宇 宙 輸 送 工学 研究 系 ) 他 


MPD ス ラス タ に 関す る 電極 モデ ル の 特性 」 


: 虎 野 吉彦 、 小 氏 幸 雄 、 佐 々 木 宏 (HTV プ ロジ ェクト チー ム ) 


高度 な 安全 性 ・ 信 頼 性 を 満足 する 宇宙 ステ ーション 補給 機 (HTV) の 技術 実証 」 


・ 藤本 龍一 、 満 田 入 、 竹 井 洋 、 山 崎 典 子 ( 高 エネ ルギー 天文 学研 究 系 ) 


「 謎 の X 線 放射 の 起源 は 太陽 風 だ っ た ー「 す ざく ] が と ら え た 地球 近 倍 に お ける 太陽 風 か ら の 輝 線 放射 …] 


: 内 山 徐 伸 (宇宙 科学 研究 所 ) 


部 新星 残骸 に お ける 粒子 加速 と 宇宙 線 起源 の 研究 


・ JAXA 宇 宙 教 育 セン ター ウェ ブサ イト 


: HTV/H-TB ロ ケッ ト の 開発 


: 渡邊 泰秀 (宇宙 ステ ーション 回 収 機 研究 開発 室 ) 、 坂 払 則 夫 (鹿児島 宇宙 セン ター) 他 


LE-7A エ ンジ ン の 剥離 現象 と ノズル 内 段差 に よる RSS の 抑制 法 ] 


: 永井 伸治 、 津 田 商 一 、 小 山忠 勇 、 平 林 則 明 (風洞 技術 開発 セン ター) 他 


極 超 音速 風洞 の 水分 管理 


・ 柳沢 俊史 、 黒 崎 裕 久 、 中 島 厚 (未踏 技術 研究 セン ター) 


ね 合わ せ 法 を 用 いた 微小 物体 検出 技術 


: 白川 邦 明 ( 理 事 )、 長 谷川 義幸 ( 拉 行 役 ) 、 今 川 吉郎 (宇宙 ステ ーション 回 収 研究 開発 室 ) 


国際 宇宙 ステ ーション 日 本 実験 棟 「 き ぼう ]』 


: 齋藤 宏文 (宇宙 情報 ・ エ ネル ギー 工学 研究 系 )、 れ い め い プ ロジ ェクト チー ム 他 


小型 科学 衛星 「 れ い め い ] 」 


8 安全 ・ 信 頼 性 推進 部 環境 経営 推進 会 議事 務 局 


JAXA ECO レ ポー ト 2009」 


・ 木 部 勢至 朗 ( 未 踏 技術 研究 セン ター) 
: 小 募 際 ( 衛 星 利用 推進 セン ター/ 準 天頂 衛星 シス テム プロ ジェ クト チー ム ) 


: 山崎 直子 (宇宙 飛行 土 ) 


は や ぶさ 」 イ オン エン ジン チー ム 


は や ぶさ 」 プ ロジ ェクト チー ム 


木下 閑 一 (SS 科学 プロ ジェ クト 室 ) 


「TLZ 法 の 開発 と 均一 組成 バル ク 混 晶 育成 へ の 応用 ] 


・ 山崎 直子 (宇宙 飛行 士 ) 


品 淳 一 郎 ( 月 惑星 探査 プロ グラ ム グ ル ー プ ) 


: 久保 田 孝 (宇宙 探査 工学 研究 系 )、 吉 光 徹 雄 (宇宙 情報 ・ エ ネル ギー 工学 研究 系 ) 他 
: 橋本 数 、 村 上 桂 一 、 青 山 剛 史 ( 数 値 解 析 グ ルー プ ) 他 


「 高 速 流体 ソル バ FaSTAR の 開発 」 


: 野口 維 一 (宇宙 尼寺 
: 若田 光 ー( 呈 宙 那 行 二 ) 


・ 永松 愛子 (宇宙 環境 利用 セン ター) 
・ 大 木 真人 (地球 観測 研究 セン ター) 


Supervised Land-cover Classification by ALOS/PALSAR Polarimetric Interferometry 


・ イカ ロス 君 


・ 2010/10/26 : 田中 義郎 (宇宙 科学 研究 所 名 誉 教授 ) 


X 線 天文 学 で の 業績 ほか ] 


: 小惑星 控 衣 機 は や ぶさ ] 


き ば ぽう] 日 本 実験 棟 


L 原 弘志 (SE 室 衛星 系 独立 評価 チー ム ) 
通信 ・ 放 送 並び に 測位 衛星 に お ける 先端 技術 開発 に 貢献 」 


は や ぶさ 」] プ ロジ ェクト チー ム 


川口 淳一 郎 ( 月 ・ 惑 星 探査 プロ グラ ム グ ル ー プ ) 


き ぼ ぽう 」 ロ ボッ ト ア ー ム 


は や ぶさ 」 プ ロジ ェクト チー ム 


品 淳 一 郎 ( 月 惑星 探査 プロ グラ ム グ ル ー プ ) 


: 多 池 政 即 (SS 科学 プロ ジェ クト 室 


の の 


環境 を 利用 し た 液 滴 列 の 燃焼 メカ ニズム に 関す る 研究 」 


は や ぶさ 」] プ ロジ ェクト チー ム 


は や ぶさ 」 プ ロジ ェクト チー ム 


・ 島田 政信 (地球 観測 研究 セン ター) 


レー ダ に よる リモ ー ト セン シン グ 技 術 に 貢献 」 
大 山 聖 ( 情 報 ・ 計 算 セ ンタ ー) 、 川 勝 康弘 (月 惑星 探査 プロ グラ ム グ ル ー プ ) 他 


2010/12720 橋本 教 青 山間 史 (数 値 解析 グル ー プ )、 香 西 政 地 (風洞 技術 開発 セン ター) 他 


遷 音 速 風洞 の 壁 支 持 干渉 解析 』 


BIP*m 革 つ m の いう 


CmaeHtSGーmー# ら oo) 岬 殿 | 中 


L NOITIV 内 ロコ INI 


人 人 。 A 


旨 jywwons rm け 開 発 
む 次 期 固体 ロケ ッ ト [イプ シ 


ロン | の 発射 場 が 、 鹿 児島 県 の 内 
之 浦 宇宙 空間 観測 所 に 決ま り ま し 
た 。1970 年 に 日 本 初 の 人 工 衛 星 「 お 
お すみ 」 を 打ち 上 げた 歴史 ある 射 
場 で 、 世 界 最高 の 固体 ロケ ッ ト と 
呼ば れ た 「M-V」 の 射場 と し て 
06 年 まで 小惑星 探査 機 | は や ぶる 」 
な ど 数 々 の 科学 衛星 、 探 査 機 を 打 
ち 上 げ て きま し た 。「M-V」 の 後 
継 機 で ある 「 イ プシ ロン | は 、 機 
体 能力 の 向上 だけ で は な く 、 機 体 
本 体 の 製作 や 、 地 上 設備 や 運用 に 
お ける 効率 化 を は か る こと で 、 了 臨 
機 応 変 な 打ち 上 げ を 目指 し ます 。 
| イプ シロ ン 」 初 号 機 に は 、 金 星 
や 木星 、 火 星 の 大 気 が 宇 宙 空 間 に 
逃げ だ す メ カニ ズム な ど を 観測 す 
る 小型 科学 衛星 「SPRINT-A] 
が 搭載 され る 計画 で す 。 2 年 余り 
と いう 短い 開発 期間 の 中 で 確実 な 
打ち 上 げ を 行う た め 、 ラ ンチ ャ ー 
ゃ 整備 棟 な どの 既存 設備 を 最大 限 
に 活用 する 計画 で す 。 


JAXA 
隊 宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 No.037 


発行 企画 借 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 借財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 欠 Better Days 
印刷 製本 食 株 式 会 社 ビー・ シ ー・ シ ー 
2011 年 3 月 1 日 発行 


JAXA' 編集 委員 会 

委員 長 的 川 素 宣 

副 委 員 長 舘 和 夫 

委員 阪本 成一 寺門 和夫 "喜多 充 成 
顧問 山根 一 臣 


発 
射 
電 
は 
内 
放 
旨 


w ズー、 マ < 
革 巡 
NOIL 六 ロロ ヨコ NI 


NHNA へ へ 」 
デマ す ロ 受 団 


と で 選 部 


。etye て 蘭 還 rr 7 へ 
全 と NOS に YE か:EhN ド 3 


INFORIMIATIOIN 
二 お と am N るー ヽ 
若田 *wg+、 TSS 弟 38 次 第 39 次 
NE *  ) こ ロアー 
長期 滞在 捨 乗員 に 決定 
若田 光一 宇宙 飛行 士 が 、 第 38 次 
長期 滞在 フラ イト エン ジニ ア 、 第 
39 次 長期 滞在 コマ ンダ ー と し て 
国際 宇宙 ステ ーション (1SS) に 
滞在 する こと と な り ま し た 。 若 田 
宇宙 飛行 士 は 2009 年 に 約 4 カ月 
半 の 1SS 長期 滞在 を 行い その 
後 は 宇宙 飛行 士 訓 練 を 継続 する と 
と も に 、10 年 3 月 より NASA 宇 出 
飛行 士 室 の ISS 運用 ブラ ンチ ・ 
チー フ と し て 、 ま た 同年 4 月 より 
JAXA 和 宇宙 飛行 士 グ ルー プ 長 と 
し て 業務 に 従事 し て きま し た 。 若田 
宇宙 飛行 士 は 13 年 末 頃 に ソ ユ ー 
ズ 宇 宙 船 で ISS に 向かい 、 約 半 
年 間 滞在 予定 。 日 本 人 初 の コマ ン 
ダー と し て 指揮 を とり ます 。 


学 の 機 測 の ら に た だ ま 称 F > と の 融 ゝ や っ 
技研 で 装 飛 れ 向 くき し が エン し 飛 本 飛 ン 3 
箱 究 す 置 行 ま か いた つ コ B う て 行 > 代 ニノ ペー エ 9 
の 開 づ 等 試し う 美 提 飛 コ 、」 実 ト 其 す 諾 丁 ツ ミ 
発 発 飛 を 験 た て し 和 案 3 翔 ど 飛 人 性 放 圧 > 
展 を 閉 措 に コー く 者 9 っ 和信 移 科 * 実 ト 
道 ご 載 必 飛 答 飛 か 2 ひ 上 8 行 A 活 蔵 学 9 
国 じ で す 要 翔 の 行 ら 8 し 紀 実 が 用 の 技 由 
産 .、 の る と ーー イ し は 件 ま ょ 分 験 新 す 開 術 (に - 駅 
ジ 次 飛 小 な は メ て 一 の つう 世 機 た る 発 の Mー kk 
ェ 世 行 型 る | い 大 応 二 ぷに こ や 発 決 機 
ッ 代 実 ど 特 航 ジ る 空 募 に シ ジ 導 と 先 展 1 
丘 放 > 人 人 洛 ダコ を を っ ラム 介 提 補 

補 ツ Y ツ 避 
徐 和 術 ト 計 術 げ 来 は た し 節 ト る 的 条 

INF ロ ロロ MIATIOI 王 

[ 、 コ ユミ レビ ラナ チュ 

世界 初 、 ひ の で , が と ら え た 

ビー ュ ブ NT 亜 

宇宙 か 6 見 た 金 環 日 

測 衛星 | ひので 」 が 、2011 年 


4 日 に 起き た 日 食 を 観測 し まし 
た 。 2006 年 に 打ち 上 げ ら 6 られ た 「 ひ の 
で 」 は 、 X 線 望遠 鏡 、 可視 光 磁 場 望 
遠 鏡 、 極端 外 線 撮像 分 光 装置 を 
使っ て 太陽 観測 を 行っ て いま す 。 今 
回 の 日 食 は 地上 か ら は 部 分 日 食 と 
し て 見 えま し た が 、 地 上 680km を 周 
回 する 「 ひ の で ]」 は 、 金 環 日 食 と し て 
観測 する こと に 成功 し まし た 。 


X 線 望遠 鏡 に よる 全面 画像 
日 本 時 間 18 時 16 分 @NAOJJAXA 


「 こ う の と り ] 2 号機 を 搭載 し 、 快 晴 の 空 に 
打ち 上 げ ら れ た H-IIB ロ ケッ ト 


ドッ キン グ 後 、ISS の 品 
ボッ ト ア ー ム に より 補給 
キャ リア 非 与 圧 部 に 搭 
載 し た 瞬 露 パレ ッ ト を 把 
持 @JAXA/NASA 


成功 を 喜ぶ HTV 運 用 管制 
チー ム の メン バー 


lose-up 


= デ 二 コ 攻 

が つの と | 号機 
ヾ へ テーー 

ISS へ ドッ キン グ 完 了 
1 月 22 日 午後 2 時 37 分 57 秒 、 種 子 島 宇宙 セン ター か ら 打ち 上 げ ら れ た 
宇宙 ステ ーション 補給 機 「| こ う の と り | 2 号機 は 、 国 際 宇 宙 ス テー ショ ン (ISS) に 
ドッ キン グ し まし た 。 スペ ー ス シャ トル の 退役 を 今夏 に 控え 、 大 型 貨物 を 
運ぶ こと の で きる 「 こ う の と り | は 、 各 国 か ら 大 き な 期 待 を 寄せ られ て いま す 。 


打ち 上 げ 後 、 順 調 に 飛行 を 続け た 「 こ う の と り ] 2 号機 
は 、1 月 27 日 午後 8 時 41 分 頃 に ISS の ロボ ッ ト ア ー ム 
で 把持 され 、28 日 の 午前 3 時 34 分 頃 に ISS に ドッ キン 
グ し まし た 。 同 日 午前 5 時 47 分 に 補給 キャ リア 与 圧 部 の 
ハッ チ が 開け られ 、ISS の 第 26 次 長期 滞在 クル ー が 与 圧 
部 内 に 入室 。 地上 か ら 運 ん だ 実験 装置 や 船 外貨 物 、 水 、 食 


0 ee 0 補給 キャ リア 与 圧 部 の 
料 な ど が 順次 ISS へ 移送 中 で す 。28 日 未明 、 筑 波 宇宙 0 
セン ター で 会 見 し た 虎 野 吉彦 プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ は 資 の 搭載 状況 を 確認 す 


る スコ ッ ト ・ ケ リー 宇宙 
飛行 士 @JAXA/NASA 


「 初 号機 より も 期待 度 が 高く 緊張 し た が 、 ほ っ と し た 。 今 
後 も 荷物 の 出し 入れ や 地球 へ の 再 突 入 が あり 、 気 を 引き 締 
め る | と 意気 込み を 語り まし た 。「 こ う の と り 」 2 号機 の 
最新 情報 は 、 特 設 サ イト に て ご 覧 いた だ く こ と が で きま す 。 
皆様 の 応援 を よろ し く お 願 いい た し ます 。 
http://Wwww.jaxa.jp/countdown/h2bDf2/ 


お 知 ら せ 
宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 [JAXAs| 38 号 (次 号 ) より 、[JAXAs| 配 送 サ ービス を 開始 し ます 。 ご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 
場所 へ [JAXAs| を 配送 いた し ます 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要する 実費 を ご 負担 いた だ く こ と と な り ま す 。 料金 や お 申し 
込み 方 法 な どの 詳細 は 、 追 っ て 、JAXA ウ ェ ブ サイ ト ( 下 記 ) 等 で お 知ら せい た し ます 。 な お 、JAXA ウ ェ ブ サイ ト で は 、 従 来 ど お り 
PDF 版 を 掲載 いた し ます の で 、 こ ちら も ご 利用 くだ さい 。 http://Www.jaxa.jD/pr/jaxas/ 
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